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中
国
文
学
論
集

第
二
十
六
号

反
右
派
闘
争
前
後

の
『
詩
刊
』
一
考
察

武

継

平

は
じ
め
に

我

々
が
こ
れ
ま

で
文
献
で
知

っ
た
歴
史

に
は
真
実
も
あ
れ
ば
偽
り
も
あ
る
。
歴
史
的
真
実
を
突
き
止
め
る
に
は
数
多
く
の
障
害
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
か
ら
四
十
年
前
に
創
刊
さ
れ
た
中
国
ト

ッ
プ

レ
ベ
ル
の
詩
誌

『詩
刊
』
の
研
究

に

つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。

『詩
刊
』
は

一
九
五
七
年

一
月
創
刊
さ
れ
、

一
九
六
四
年
十

一
月
に
休
刊
、

一
九
七
六
年

一
月
又
復
刊
し
、
創
刊
以
来
、
波
瀾

万
丈
の

二
十
七
年
間
を
歩
ん
で
き
た
。
創
刊
期
の

『詩
刊
』

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、
必
ず
反
右
派
闘
争
の
問
題

に
ぶ
つ
か
る
。
反

右
派
闘

争
は
現
代
中
国
の
共
産
党
支
配
や
毛
沢
東
と
切

っ
て
も
き
れ
な
い
関
係
が
あ
る
。
そ
の
拡
大
化
は
共
産
党
指
導
の
過
失
と
し
て

見
直
さ

れ
て
は
い
る
が
、
反
右
派
闘
争
そ
の
も
の
に
対
す
る
公
正
的
な
是
非
判
定
は
い
ま
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま

で
あ
る
。
小
論
は

五
七
年

反
右
派
闘
争
前
後
の

『詩
刊
』
の
在
り
方
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
特
に

『詩
刊
』

の
成
立
事
情

及
び
五
七
年
の
反

右
派
闘
争
前
後
の

『詩
刊
』
と
共
産
党
指
導
部
門
と
の
関
係
、
ま
た
反
右
派
闘
争
が

『
詩
刊
』
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
を
考
察

の
重
点

と
し
た

い
。
基
本
資
料
は
六
四
年
ま

で
の

『
詩
刊
』
、
五
七
年
の

『
人
民
日
報
』、

『
文
芸
報
』
、

『
文
芸
月
報
』
、

五
七
、
五
八
年

の

『
文
学

研
究
』
な
ど
で
あ
る
。
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、

『詩
刊
』
の
成
立

『
詩

刊
』
は

一
九
五
七
年

一
月
二
十
五
日
に
北
京
で
正
式
に
創
刊
さ
れ
た
新
中
国
成
立
後
初
め
て
の
、
中
華
全
国
作
家
協
会
所
属
の

詩
歌
専
門
月
刊
誌

で
あ
る
。
そ
の
創
刊
号
に
よ
れ
ば
、
編
集
部
の
構
成
は
編
集
委
員
八
名

(減
克
家

[編
集
長
]、
徐

遅

[副
編
集
長
]
、

厳
辰

「副
編
集
長
]、

田
間
、
文
青
、
呂
剣
、
沙
鴎
、
衰
水
拍
)
と
編
集
者

(名
前
不
記
)
三
名
合
わ
せ
て
十

一
名

で
あ
る
。
こ
う
し

た
当
時

の
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
る

一
流
詩
人
の
勢
ぞ
ろ
い
は
反
右
派
闘
争
の
後
期
に
あ
た
る
十

一
月
に
編
集
部
内
部
か
ら
摘
発
さ
れ
た

右
派
分

子
が
行
政
処
分
を
受
け
る
時
点
ま
で
は
変
化
は
な
か

つ
た
。
創
刊
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
は
殆
ど
資
料
が
な

い
が
、
創
刊
号
に

あ
る
編
集
者
後
書
き
に
よ
れ
ば
、
創
刊
前
に
か
な
り
長

い
準
備
期
間
が
あ
り
、
準
備
期
間
中
設
置
委
員
ら
は
関
係
詩

人
た
ち
を
訪
ね
た

り
、
座
談
会
を
開
い
た
り
し
て
多
く
の
人
々
か
ら
意
見
を
聞

い
た
と
い
う
。
全
国
作
家
協
会
の
機
関
詩
誌
だ
か
ら
、

最
初
は
設
置
委
員

の
誰
か
が
創
刊
の
提
案
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
誰

の
提
案
で
も
な
く
、
某
指
導
者

の
指
示
だ
ろ
う
か
。
先

ず
そ
れ
を
究
明
す

れ
ば
、

『
詩
刊
』

の
在
り
方
に

一
歩
進
ん
で
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

「
『
詩
刊
』
を
私
に
任
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
私
は
少
し
気
が
ね
し
て
い
た
の
で
党
の
責
任
者
劉
白
羽
同
志

(
全
国
作
家
協
会
副

主
席
、
党
副
書
記
)
に
何
回
も
相
談
し
に
行

つ
た
。
彼
は
、
心
配
す
る
な
。

『詩
刊
』
に
は
共
産
党
員
が
い
な
い
と

い
う
な
ら
、
君
と

徐
遅
が
党
員
だ
!
と
言

っ
て
く
れ
た
。
」

こ
れ
は
五
七
年

五
月
中
旬
に
開
か
れ
た

『
文
芸
報
』
主
催
の
文
芸
界
座
談
会
に
お
け
る
城
克
家
の
発
言

で
あ
る
。

『
個
人
的
感
受
』

と
い
う
題
名

で
同
年

『
文
芸
報
』
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
詩
刊
』
創
刊
前
の
こ
と
に
触
れ
た
こ
の
発
言
に
よ

っ
て
、

『詩
刊
』

の
創
刊

が
明
ら
か
に
最
初
か
ら
全
国
作
家
協
会
の
党
指
導
者
た
ち
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
す
れ
ば
、
編
集
長

の
減
克
家
ら
に
と

っ
て
は
、

『詩
刊
』
を
作
る
こ
と
は
党
か
ら
与
え
ら
れ
た
政
治
的
任
務
だ
。
任
務
だ
か
ら
上
か
ら

の
指
示
に
従

っ
て

"そ
れ
を
遂
行
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
雑
誌
に
と

っ
て
の
最
も
重
要
な
編
集
方
針
、
敏
感
な
政
治
問
題
の
対
応
策
な
ど
は
作
家
協
会

の
党
組

織

の
意

見
を
聞
け
ば
、
あ
と
で
間
違
え
た
と
し
て
も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
非
党
員
作
家
に
対
す
る
政
治
的
な
差
別

待
遇
に

不
平
不
満
を
抱
く
文
化
人
が
大
勢

い
る
と
い
う
権
力
側
に
不
利
な
情
勢
の
中

で
、
文
芸
界
の
指
導
者
た
ち
、
具
体
的
に
言
え
ば
、

反
右
派
闘
争
前
後
の
『
詩
刊
』
一
考
察

(武
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
六
号

周
揚

(
共
産
党
中
央
宣
伝
部
副
部
長
)、
郭
沫
若

(中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
)、
茅
盾

(文
化
部
長
、
全
国
作
家
協
会
主
席
)、

郡
橦
麟

(同
協
会
副
主
席
、
党
書
記
)、
劉
白
羽

(同
協
会
副
主
席
、
党
副
書
記
)
ら
が
、
唯

一
の
国
家
レ
ベ
ル
の
専
門
誌

『
詩
刊
』

編
集
長

の
椅
子
を
延
安
時
代
か
ら
の
共
産
党
員

で
国
際
的
知
名
度

の
高
い
文
青
や
厳
辰
、
田
間
ら
に
座
ら
せ
な
い
で
、
非
党
員

で
、
民

主
党
派
所
属

の
減
克
家
に
長
年
任
せ
ら
れ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
後
に
何
ら
か
の
堅

い
信
頼
関
係
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
信
頼
関
係
に
つ
い
て
は
小
論
の
後
半
で
改
め
て
追
究
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
く
。

二
、
反
右
派
闘
争
前
後

『
詩
刊
』
の
在
り
方

五
七
年
反
右
派
闘
争
前
後

『
詩
刊
』
が
ど
の
様
な
存
在
だ

っ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
間

『詩
刊
』
の
編
集
方
針

や
編
集
部
の
構
成
に
ど

ん
な
変

化
が
あ

っ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
小
稿

で
最
も
究
明
し
た
い
こ
と
、

つ
ま
り
五
七
年
六
月
六
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
の
間
文
学

界

で
行
わ
れ
て
い
た
凄
ま
じ
い
政
治
闘
争

の
中
で

『詩
刊
』
が
指
名
批
判
か
ら
免
れ
、
そ
し
て
生
き
残

っ
た
原
因
は

い
っ
た
い
何
な
の

か
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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一
九
五
七
年

『詩
刊
』

「
考
察

ま
ず
、

『
詩
刊
』
の
作
品
掲
載
の
状
況
か
ら
反
右
派
闘
争
前
後
の
編
集
方
針
の
変
化
を
見
た
い
。

創

刊
号
の
詩
歌
欄
に
は
減
克
家
宛

の
毛
沢
東

の
手
紙
と
古
典
定
型
詩
十
八
首
や
衰
水
拍
、
文
宝
権
訳
の
チ
リ
国

民
詩
人
ネ

ル
ー
ダ

(一Φ
O蔭
ー
一Φ刈
ω
)
の
詩

二
首
を
除
い
て
、
十

一
人

の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
青
、
漏
至
、
薫

三
、
徐
遅
、
と

い
つ
た
知
名
度
の

高
い
既
成
詩
人
に
、
新
人
の
厳
陣
、
孫
静
軒
二
人
を
加
え
、
言
わ
ば
百
哲
の
芸
術
家
型
詩
人
で
あ
る
。
詩
論
欄
に
文
芸
理
論
誌

『
文
芸

報
』

の
編
集
長
張
光
年
が
書
い
た
評
論

『
論
郭
沫
若
早
期
的
詩
』
が
載

っ
て
い
る
。
以
上
の
作
品
の
内
容
は
祖
国
の
風
土
賛
美
、
戦
争

時
代

の
回
顧
、
社
会
主
義
祖
国
辺
境
建
設
賛
美
、
大
自
然
詠
嘆
な
ど
幅
広
い
。
形
式
も
叙
事
詩
、
拝
情
詩
、
自
然
風
物
詩
な
ど
多
様
多

彩
で
あ
る
。



二
月
号
の
作
品
に
内
容
の
変
化
を
見
せ
た
の
が

二
編

の
詩
で
あ
る
。

一
つ
は
減
克
家
の

『
在
毛
主
席
那
里
作
客
』

で
、
今

一
つ
は
軍

人
詩

人
公
劉
の

『
遅
開
的
薔
薇
』

で
あ
る
。
前
者
は
毛
沢
東
に
引
見
さ
れ
た
作
者

の
感
動
を
記
録
し
た
も
の
で
、
後
者
は
所
謂

「時
代

の
姿

が
見
な
く
」

「
時
代
の
足
音
も
全
く
聞
こ
え
て
こ
な
い
」
と

い
う
純
情
恋
愛
詩
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
個
人
的
な
愛

の
受
け
止
め

方
、
個

と
し
て
の
詩
人
の
内
面
を
告
白
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
個
人
の
私
的
心
情
を
述
べ
た
詩
が
初
め
て

『詩
刊
』

に
姿
を
見
せ
た
の

で
、
極

め
て
目
立
つ
。
詩
論
欄
に
お
い
て
は
文
青
の

『望
野
的
詩
』
、
新
月
派
の
先
輩
詩
人
陳
夢
家
の

『
談
談
徐
志
摩

的
詩
』、
呉
騰
の

『
五
四
以
来
的
詩
刊
掠
影
』
な
ど
本
格
的
な
詩
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三
月

号
の
詩
論
欄

で
は
、
減
克
家
が

『
一
九
五
六
年
詩
選
』

の
た
め
に
書
い
た
序
文

『
在

一
九
五
六
年
詩
歌
戦
線

上
』
が
注
目
さ
れ

る
。

こ
の
序
文
は
、
趣
旨
が
前
年
度

の
詩
歌

の
位
置
付
け
に
あ
る
か
と
思
う
が
、
三
つ
の
重
要
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
(
一
)、

「
詩

は
社
会
主
義
の
多
彩
さ
を
反
映
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
作
品
に

「
不
健
康
な

〈
愛
情
〉
が

〈
百
花
斉
放
〉
に
便
乗
し
て
台
頭
し
て
い
る
」

が
、

「
毛
主
席
と
目
下
の
幸
せ
な
生
活
と
未
来
の
輝
か
し
い
遠
景
と
の
三
者
に
対
す
る
賛
美
を
結
び
付
け
る
作
品
こ
そ
思
想
性
が
強
い
.
」

(
二
)
、

「
異
な
る
意
見
の
あ
る
詩
、
様
々
な
類
型
の
詩
に
関
し
て
は
、
出
席
人
数

の
少
な
い
座
談
会
で
そ
の
善
し
悪
し
の
検
討
は
で

き
る
が
、
そ
の
作
品
を
人
民
大
衆
の
な
か
で
試
練
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
も

っ
と
重
要

で
あ
る
。
」
(三
)、

「
詩
人
た
ち
は
い
ま
だ
に

時
代
精

神
を
掴
ん
で
居
な
い
。」

四
月
号
に
は
、
作
品
内
容
と
し
て
社
会
主
義
建
設
を
反
映
す
る
作
品
が
多
く
な
る
。
詩
論
に
沙
鴎
の
書

い
た

『
文
青
近
年
来
的
几
首

詩
』
が
あ
る
。
文
青
の
こ
と
を
天
才
詩
人
と
し
て
讃
え
た
こ
の
詩
評
は
僅

か

一
ヶ
月
半
後
に
始
ま

っ
た
反
右
派
闘
争

の
中

で
作
者
沙
鴎

を
窮
地
に
立
た
せ
た
。

五
月

号
の
詩
に
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
衰
水
拍
と
杜
運
鰹

の
作
品

で
、
前
者
は

『
諷
刺
詩
三
首
』

の
中
で
対
象
を
特
定
し
な
い
某
編

集
部
の
教
条
主
義
を
批
判
し
、
後
者
は

「春
風
は
…
深
い
眠
り
に
お
ち
た
人
た
ち
を
覚
ま
し
」

「
必
要
の
な
い
た
め
ら
い
を
は
ら
い
の

け
た
」

(
『
解
凍
』
)
と
歌

つ
た
。

二
作
品
と
も
五
月
十
七
日
中
国
作
家
協
会
党
組
の
、
文
学
界
整
風
開
始
宣
言
以
来

の
文
壇
現
状
と
知

識
人
の
心
情
を
端
的
に
反
映
し
て
い
る
。
詩
論

に
公
木
の

『簡
論
中
国
古
典
詩
歌
伝
統
問
題
』
が
注
目
を
引
く
。

「
記
念

〈
在
延
安
文

芸
座
談
会
上
的
講
話
〉
十
五
周
年
」
と

い
う
副
題
が
付
い
て
お
り
、
誰
の
た
め
に
書
く
か
、
何
を
書
く
か
、
ど
う
書
く
か
な
ど
と
い

っ

た
言
わ
ば
社
会
主
義
の
文
芸
方
針
に
関
わ
る
最
も
重
大
な
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
作
者
は
五
四
以
来
の
新
詩
が
、
形
式
上
外
国
か
ら
導

反
右
派
闘
争
前
後
の
『
詩
刊
』
一
考
察

(武
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
六
号

入
し
た
も

の
で
中
国
古
典
詩
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
主
に
宋
謀
、
朱
光
潜
を
代
表
と
す
る
学
説
と
論
難
し
た

だ
け

で
な
く
、

一
九
四
二
年
毛
沢
東
の

『
在
延
安
文
芸
座
談
会
上
的
講
話
』
発
表
以
来
の
十
五
年
間
教
条
主
義
的
文
芸
理
論
の
指
導
を

受
け
た
た
め
、
文
芸
作
品
は
公
式
化
、
概
念
化
に
陥

っ
た
と

い
う

「
大
鳴
大
放
」
中
現
れ

て
き
た
論
点
に
も
反
発

し
た
。
そ
し
て
、

〈
百
花
斉
放
〉

の
中
で

〈
香
花
〉
だ
け
を
咲
か
せ
、

〈
毒
草
〉
を
生
え
さ
せ
な
い
な
ら

『
在
延
安
文
芸
座
談
会
上
的
講
話
』
に
従
う
ほ

か
な

い
。
さ
ら
に
文
芸
の
最
も
重
要
な
問
題
、
即
ち
文
芸
の
内
容
と
奉
仕
す
る
対
象
に
関
し
て
は
人
民
大
衆
の
生
活
と
闘
争
を
反
映
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

〈
労
農
兵
方
向
〉
を
強
調
し
た
。

六
月
号
に
は
初
期
反
右
派
闘
争

(文
芸
界

で
は
右
派
分
子
が
摘
発
さ
れ
て
い
な
い
時
期
)
の
状
況
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
詩

論
は

一
編
も
な
く
、
詩
作
品
に
も
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
編
集
者
後
書
き
の
中

で
、
創
刊
半
年
来
の

総
括
と
し
て

「
成
長
と
発
展
を
祈
る
」
と

い
う
毛
主
席

の
御
言
葉
を
頂
い
て
い
る
上
に
全
国
の
詩
人
の
支
持
を
得

て
い
る
と
自
信
を
固

め
る

一
方
、

「
強
烈
な
時
代
感
情
や
濃
厚
な
生
活
の
息
吹
が
鮮
明
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
」
と
自
己
批
判
も
し
た
の
で
あ
る
。
六
月
十

九
日
、
階
級
闘
争
論
と

〈
香
花
〉
か

〈
毒
草
〉

か
を
区
別
す
る
六
つ
の
標
準
が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
毛
沢
東

の

『
関
於
正
確
処
理

人
民
内
部
矛
盾
的
問
題
』
が

『
人
民
日
報
』

に
正
式
発
表
さ
れ
た
。
特
に

〈
香
花
〉
か

〈
毒
草
〉
か
を
区
別
す
る
毛

沢
東
の
定
め
た
六

つ
の
標
準
は
六
月
下
旬
か
ら
文
芸
界
で

〈
大
毒
草
〉
の
批
判
や
ブ

ル
ジ

ョ
ア
右
派
分
子
の
摘
発
の
問
題
が
日

一
日
表

面
化
す
る
触
媒
と

な

っ
た

の
で
あ
る
。

七
月
号
は

〈
反
右
派
闘
争
特
輯
〉
で
あ
る
。
七
月
号
詩
作
品
は
七
十
九
首
も
あ
る
が
、
特
集
の
内
容
は
十
九
首
の
短
い

〈
政
治
諷
刺

詩
〉

で
あ
る
。
そ
の
焦
点
が
毛
沢
東
の
発
案

で

一
番
最
初
に
摘
発
さ
れ
反
党
集
団
と
断
罪
さ
れ
た
民
主
連
盟
中
央
指
導
者
章
伯
鈎
、
羅

隆
基
ら

の
批
判
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
だ
が
作
品
そ
の
も

の
は
な
ん
と
な
く
い
い
加
減
に
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
巻
頭

に
あ
る
減
克
家
の
動
員
文
の
期
待
に
十
分
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
要
点
す
ら
つ
い
て
い
な
い
感
じ

で
あ
る
。
ま
た
特
集

の
執
筆
者
八
人
の
う
ち
、
衰
水
拍
、
田
間
、
沙
鴎
、
徐
遅
に
巻
頭
語
を
書

い
た
威
克
家
を
含
め
て
五
人
も
が

『
詩
刊
』
編
集
委
員

で
あ

る
。
そ
れ
は
、
編
集
者
後
書
き

で
断
ら
れ
た

「
こ
れ
ら
の
作
品
は
編
集
部
に
最
近
大
量
に
押
し
寄
せ
て
き
た
反
右
派
闘
争

の
詩
歌
作
品

原
稿
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
記
述
や

「
『
詩
刊
』
は
こ
の
偉
大
な
政
治
闘
争

の
た
め
に
紙
面
を
提
供
し
た
い
」
と
い

う
決
意

な
ど
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

『
詩
刊
』
編
集
委
員
過
半
数
の
、
反
右
派
闘
争
に
自
ら
参
加

す
る
積
極
的
な
姿
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勢
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
編
集
者
後
書
き
の
最
後
に
あ
る

「
わ
れ
わ
れ
も
、
詩
歌
界

の
右
派
分
子
の
作
品
や
反
動
的
な
言
論
、
例
え

ば
流
沙
河
の

『草
木
篇
』
と
そ
れ
に
関
す
る
気
違
い
の
よ
う
な
攻
撃
的
弁
解
に
反
撃
と
批
判
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(中
略
)

詩
人

た
ち
よ
、
よ
り
沢
山
の
戦
闘
的
な
詩
編
を
送

っ
て
下
さ

い
!
」
と
い
う
原
稿
募
集

の
よ
び
か
け
は
、
六
月

二
十

一
日

『
人
民
日
報
』

に
編
集

者
の
言
葉
を
付
し
て
転
載
さ
れ
て
以
来
、
批
判
文
が
続
出
し
た

『
草
木
篇
』
に
対
す
る

『
詩
刊
』

の
全
国
レ
ベ
ル
の
専
門
誌
と

し
て
の
正
式
な
反
応
と
見
て
間
違

い
な
か
ろ
う
。

五
七
年
七
月
に
な
る
と
、
毛
沢
東
執
筆
の

『
文
匪
報
的
資
産
階
級
方
向
応
該
批
判
』
が

『
人
民
日
報
』
社
説
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ

は
初
め
て

「資
産
階
級
右
派
と
は
即
ち
…
反
共
反
人
民
反
社
会
主
義
の
資
産
階
級
反
動
派
の
こ
と

で
あ
る
」
と
右
派
の
定
義
を
下

し
、

そ
の
上
、

〈
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
〉
中
の
護
符

〈
言
者
無
罪
〉
は
右
派
に
適
用
し
な
い
と
宣
告
し
た
。
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
、

反
右
派

闘
争
は
実
質
的
に
第
二
段
階

に
入
る
。

つ
ま
り
右
派
分
子
を
摘
発
、
批
判
そ
し
て
追
放
す
る
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
階
級
闘
争
に

変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
文
芸
界
に
お
け
る
右
派
分
子
の
摘
発
は
二
種
類
の
文
化
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

二
種
類

の
文
化
人
と
は
、

(
一
)反

共
産
党
反
社
会
主
義
の
容
疑

の
あ
る
人
た
ち
;
(
二
)作
品
が

〈
毒
草
〉
と
判
断
さ
れ
た
人
た
ち
、
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
で
は

薫
乾
、
劉
賓
雁
、
父
揚
、
呉
祖
光
,
八
月
に
ま
た
王
若
望
、
白
航
、
そ
し
て
文
芸
界
最
大
の
反
党
右
派
集
団
丁
玲
、
陳

企
霞
、
濤
雪
峰
、

支
青
な

ど
;
後
者
で
は
流
沙
河
、
石
天
河
、
陳
夢
家
、
従
維
煕
、
劉
少
業
、
張
賢
亮
、
周
浦
良
、
穆
旦
な
ど
次

々
に
摘
発
さ
れ
た
。
当

時
の
国
務
院
副
総
理
兼
国
家
経
済
委
員
会
主
任

で
あ

っ
た
薄

一
波
が

「
反
右
派
闘
争

の
中
で
摘
発
さ
れ
た

"
右
派
分

子
"
の
総
人
数
は

五
十

五
万
人
に
の
ぼ

っ
た
」
と

一
九
九
三
年
に
な

っ
て
初
め
て
数
字
だ
け
を
公
表
し
た
の
だ
が
、

い
ま
だ
に
そ
の
人
名
リ
ス
ト
は
誰
も

見
た

こ
と
が
な
い
し
、
文
学
芸
術
界

の
人
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
か
も
知
り
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。

『
詩
刊
』
八
月
号
に
は
反
右
派
詩
歌
作
品
が
十
八
首
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
丁
玲
ら
の
こ
と
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
と
大
体
は

見
当
が
付
く
衰
水
拍
の

『
一
場
悪
戦
』
を
除
い
て
、
政
治
諷
刺
詩
と
し
て
完
成
度
が
低
い
。
詩
論
に

『
〈
草
木
篇
〉

批
判
』

(沙
鴎
)、

『李
鳳
白
的
公
開
信
』

(郷
荻
帆
)、

『渉
士
比
亜
的
照
妖
鏡
』

(屠
岸
)
の
三
編
が
あ
る
が
、
沙
鴎

の

『
〈
草
木
篇
〉
批
判
』
は
先

月
号

の
関
係
作
品
募
集
以
来
の
第

一
編

で
あ
り
、
作
者
が

『詩
刊
』
編
集
委
員
だ
か
ら
あ
る
意
味
で
は
文
芸
界
の

〈
大
毒
草
〉
と
断
罪

さ
れ
た

『
草
木
篇
』

に
対
す
る

『
詩
刊
』
編
集
部
の
態
度
表
明
だ
と
見
て
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

『詩
刊
』
と

「毒
草
」

の
関
わ
り
な

ど
に

つ
い
て
は
別
論
文
で
詳
し
く
考
察
す
る
つ
も
り
な
の
で
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
に
す
る
。

反
右
派
闘
争
前
後
の
『
詩
刊
』
一
考
察

(武
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
六
号

『詩

刊
』
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
反
右
派
政
治
諷
刺
詩
は
依
然
と
し
て
迫
力
に
欠
け
る
も
の
だ
が
、

『詩
刊
』
副
編
集
長
徐
遅
の
書

い
た
批
判
文

『文
青
能
不
能
為
社
会
主
義
歌
唱
?
』
や
同
じ
編
集
委
員
の
田
間
の
批
判
会
議
で
の
発
言
紀
要

『文
青
、

回
過
頭
来
肥
!
』
、

お
よ
び
詩
論
欄

に
あ
る
署
名
黎
之

の
重
み
の
あ
る
論
文

『
反
対
詩
歌
創
作
的
不
良
傾
向
及
反
党
逆
流
』
は
作
家
協
会
内
部
も
し
く
は

『詩
刊
』
編
集
部
内
部
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。
文
青
批
判
に
関
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
の
殆
ど
は
、
文
青
と

い
う
人
の
人
格
と

品
行

に
対
す
る
攻
撃
だ
と
見
て
よ
い
。
徐
遅
の
批
判
論
文

『文
青
能
不
能
為
社
会
主
義
歌
唱
?
』
は

『詩
刊
』
九
月
号
の
出
版
よ
り

一

日
早
く

『
人
民
日
報
』
に
も
発
表
さ
れ
た
が
、
初
め
て
文
青

の
作
品
に
矛
先
を
向
け
た
論
文
で
あ
る
。

文
学
界

の
反
右
派
闘
争

(摘
発
↓
断
罪
↓
批
判
↓
追
放
)
は
中
国
作
家
協
会
党
組
拡
大
会
議
の
形

で
六
月
六
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま

で
凡

そ
三
ヶ
月
半
続

い
た
。
そ
の
間
、

「
丁
陳
反
党
集
団
」

の
摘
発
で
八
月
上
旬
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
し
て
九
月
十
七
日
、
共
産
党

中
央
宣
伝
部
長
陸
定

一
、
副
部
長
周
揚
や
郭
沫
若
、
茅
盾
な
ど
の
文
芸
界
最
高
指
導
者
た
ち
は
第

二
十
七
回
作
家
協
会
党
組
拡
大
会
議

に
あ
た

る
文
芸
界
反
右
派
闘
争
総
括
大
会
に
出
席
し
、
講
演
を
行
い
、
作
家
協
会
党
組
書
記
郡
茎
麟
は
報
告
を
行

っ
た
。
ま
た
同
日
の

『
人
民

日
報
』
に
よ

つ
て
、
ソ
ビ

エ
ッ
ト
十
月
革
命
を
盛
大
に
祝
う
準
備
活
動
の
開
始
に
関
す
る
党
中
央
の
指
示
が
全
国
に
伝
達
さ
れ

た
。こ
う
し
て
十
月
に
入

っ
て
か
ら
ソ
連

に
学
ぶ
と
い
う
政
治
的
転
換
期
を
迎
え
、
反
右
派
闘
争
は
嘘
の
よ
う
に
急

に
ス
ト

ッ
プ
し
た
。

政
治

の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る

『
人
民
日
報
』
の
紙
面
に
は
そ
の
後

一
ヶ
月
反
右
派
闘
争
の
関
連
記
事
が
姿
を
消
し
、

ソ
連
関
係
の
社

説
や
記
事
、
報
道
な
ど

で
占
め
ら
れ
た
。

『
文
芸
報
』
も
第

二
十
九
号
か
ら
ソ
ビ

エ
ッ
ト
十
月
革
命
以
来
四
十
年
間

の
文
学
の
紹
介
に

目
を
向
け
、
さ
ら
に
三
十
、

三
十

一
、
三
十

二
、
三
十
三
号
と
連
続
四
期
の

「偉
大
な
十
月
社
会
主
義
革
命
四
十
周
年
記
念
特
集
」
を

組
ん
だ
。
特
に
中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
郭
沫
若
が

『
文
芸
報
』
記
者

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
:
に
答
え
た
談
話

が

「
ソ
連
文
芸
に

見
習

え
」
と

い
う
題
で
三
十
号

『文
芸
報
』
に
発
表
さ
れ
た
後
、
反
右
派
闘
争
が

一
段
落
を
告
げ
た
あ
と
の
文
芸
界

の
新
し
い
発
展
方

向
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
き
な
政
治
的
な
動
き
の
中
で
、

『詩
刊
』
十
月
号
も
そ
れ
に
歩
調
を
合

わ
せ
て
十
月
革
命

四
十
周
年
祝
う
特
集
を
編
集
し
た
。
だ
が
、
十
月
の

『
人
民
日
報
』
に
反
右
派
批
判
論
文
を
既
に
殆
ど
見
な
く
な

つ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

『詩
刊
』
十
月
号
は
沙
鴎

の

『
文
青
近
作
批
判
』
を
重
要
論
文
と
し
て
載
せ
た
の
で
あ
る
。
私
に
は
こ
の
論
文
の
発
表
は
、

か
つ
て
知
識
人
の
個
性
を
尊
重
し
て
い
た

『詩
刊
』
編
集
部
が
反
右
派
闘
争

の
中
で
編
集
委
員
か
ら
文
青
、
呂
剣
の

二
人
;
編
集
担
当
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者
か
ら
唐
祈

一
人
を
摘
発
し
て
追
放
し
、
ま
た
内
部
の
自
己
批
判
を
重
ね
た
上
、
や
っ
と
思
想

の
統

一
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い

う
こ
と
を
あ
る
側
面
か
ら
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
沙
鴎
の
自
己
批
判
を
も
兼
ね
た
こ
の
論
文
の
趣
旨
は
単
な
る
文

青
批
判
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

『
詩
刊
』
編
集
部
自
身
の
過
去
に
対
す
る
否
定
に
も
あ
る
。
反
右
派
闘
争
が
始
ま
る
ま

で
わ
ず
か
数

ヵ

月
の

「過
去
」
し
か
も

っ
て
い
な
い

『詩
刊
』
だ
が
、
前
述
の
創
刊
号
か
ら
六
月
号
ま
で
の

『詩
刊
』
考
察

の
結
果
を
見
れ
ば
分
か
る

よ
う

に
、
そ
の
短
い
過
去
は

「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」

の
実
践

の
日
々
で
あ

つ
た
。
こ
う
言
う
意
味
で
、

『
詩
刊
』
の
過
去
の
自
己

否
定
は
事
実
上

「百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
文
芸
方
針
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
今
ま

で

「文
芸
讐
百
方

針
」

は
毛
沢
東
の

『在
延
安
文
芸
座
談
会
上
的
講
話
』
に
基
づ
く
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
全
面
勝
利
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、

『
詩
刊
』
周
辺
の
事
情
を
考
察
し
て
い
く
と
、
こ
の
方
針
は
、
あ
る
意
味
で
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
に
賛
成
し
な

い
、
個
性
の
羽
を

伸
ば
し
た
く
て
、
創
作
の
自
由
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
知
識
人
た
ち
を

一
網
打
尽
に
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
落

と
し
穴
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。

十

一
月

二
十
五
日
ま
で
に

『
詩
刊
』
編
集
部
の
組
織
が
え
が
終

っ
た
。
再
編
成
さ
れ
た
編
集
委
員
会

の
構
成
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

減
克
家
(
編
集
長
)、
徐
遅
(副
編
集
長
)、
†
之
琳
、
田
間
、
厳
辰
、
院
章
競
、
沙
鴎
、
郭
小
川
。
以
上
の
編
集
委
員

構
成
で
明
ら
か
に

な

っ
た
の
は
、
元
副
編
集
長
厳
辰
が
編
集
委
員
に
降
職
さ
れ
、
文
青
、
呂
剣
二
人
は
右
派
分
子
と
し
て
解
職
処
分
を
う
け
た
こ
と
で
あ

る
。

戚
克
家
に
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
衰
水
拍
の
名
前
も
再
編
成
後
の
編
集
委
員
リ
ス
ト
か
ら
消
え
て
し
ま

っ
た
。
新
し
く
加
わ

っ
た

三
人

の
内
下
之
琳
は
名
作

『
断
章
』
(
1
9
3
5
)を
書
い
た
著
名
詩
人
で
、
当
時
北
京
大
学
文
学
研
究
所
研
究
員
だ

っ
た
。
院
章
競
も
詩
人

だ
が
、
解
放
後
共
産
党
中
央
華
北
局
宣
伝
部
文
芸
処
処
長
を
勤
め
て
い
た
党

の
幹
部
だ

っ
た
。
郭
小
川
は
党
歴
の
古

い
古
参
幹
部

で
、

当
時
作

家
協
会
党
組
副
書
記
だ

っ
た
。

『詩

刊
』
十

一
、
十
二
月
号
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
後
者
は
編
集
者
後
書
き
の
形

で
創
刊
後
、
特
に
六
月
以
来

の
反
右
派
闘
争
を

ふ
り
か
え
り
、
そ
し
て
来
る
五
八
年
を
新
し
い
気
持
ち
で
迎
え
よ
う
と
す
る
編
集
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
計

画
で
最
も
注
目
す

べ
き

こ
と
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
五
八
年

一
月
か
ら
毎
期
詩
人
論

(
五
四
以
来

の
詩
人
、
古
典
詩
人
、
外
国
詩
人
論

な
ど
)
を
載
せ
る

こ
と

;
今

一
つ
は

『中
国
新
詩
史
』
を
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
五
八
年

『
詩
刊
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
前
者

は

一
部
し
か
実
現

さ
れ

な
か

っ
た
。
聞

一
多
、
股
夫
、
王
統
照
三
人
に
関
す
る
詩
人
論
は
最
初
毎
期

一
編
ず

つ
掲
載
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
三
ヶ
月
し
か

反
右
派
闘
争
前
後
の
『
詩
刊
』
一
考
察
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続
か
な
か

っ
た
。
後
者
は
、
五
八
年
内
に
は
実
現
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
翌
年
六
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま

で
四
回
に
わ
た

っ
て
掲
載
さ
れ

た

「
新
詩
発
展
概
観
」
の
形
で
実
現
さ
れ
た
。

(
二
)
反
右
派
闘
争
前
後
の

『詩
刊
』
と
党
の
指
導
部
門
と
の
関
係

次
に

五
七
～
五
八
年

『詩
刊
』

に
発
表
さ
れ
た
党
中
央
、
政
府
部
門
及
び
文
芸
界
最
高
指
導
者
た
ち
の
作
品

一
覧
表
を
作

っ
て
み
た
。

そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

57

年

期

号

(
1

)

(
1

)

(
7

)

(
8

)

(
9

)

(
9

)

(
9

)

(
11

)

58

年

期

号

(
1

)

(
1

)

(
2

)

(
2

)

(
2

)

作
者
氏
名

毛
沢
東

毛
沢
東

茅

盾

董
必
武

林
伯
渠

陳

毅

郭
沫
若

郭
沫
若

作
者
氏
名

毛
沢
東

劉
白
羽

郭
沫
若

陳

毅

田

漢

作
品
名

旧
体
詩
詞
十
八
首

関
於
詩
的
封
信

従

「
眼
高
手
低
」
説
起

聞
長
江
大
橋
成
喜
賦

詩

二
首

贈
郭
沫
若
同
志

一
九
五
五
年
五
月
贈
陳
毅
同
志

月
里
嬬
蛾
想
回
中
国

作
品
名

蝶
恋
花

・
游
仙

(贈
李
淑

一
)

対
詩
的
希
望

牡
丹

・
有
薬

・
春
蘭

送
歳

・
元
旦
試
筆

・
贈
印
度
友
人

歌
十
月
革
命
四
十
周
年

作
者
身
分

(
一
九
五
七
年
当
時
)

共
産
党
中
央
委
員
会
主
席

同
上
文
化
部
長
、
作
家
協
会
主
席

国
家
副
主
席

中
共
中
央
政
治
局
委
員

国
務
院
副
総
理
、
政
治
局
委
員

中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席

同
上作
者
身
分

共
産
党
中
央
委
員
会
主
席

作
家
協
会
副
主
席
、
共
産
党
副
書
記

中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席

国
務
院
副
総
理
、
政
治
局
委
員

中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
副
主
席
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(
4

)

(
4

)

(
4

)

(
5

)

(
6

)

(
7

)

(
9

)

(
10

)

(
10

)

(
11

)

(
Ⅱ

)

郡
茎
麟

郭
沫
若

茅

盾

陳

毅

郭
沫
若

郭
沫
若

郭
沫
若

毛
沢
東

陳

毅

茅

盾

郭
沫
若

門
外
談
詩

頭
上
照
耀
着
紅
星

工
人
詩
歌
百
首
読
後
感

剣
三
今
何
在
?

遍
地
皆
詩
写
不
繍

「
大
躍
進
之
歌
」
序

長
春
行

送
瘤
神
二
首

四
遊
良
口

悼
鄭
振
鐸
副
部
長

猪
与
石

中
国
作
家
協
会
共
産
党
書
記

同
前
文
化
部
長
、
作
家
協
会
主
席

同
前
同
前
同
前
同
前
同
前
同
前
同
前
同
前

統

計

:
毛

沢

東

(①
8

二

α
。。
℃
二

α
。。
レ
O
)

発

表

計

三

回

、

の

べ

詩

二

十

一
篇

外

手

紙

一
通

。

董

必

武

(
α
8

。。
)

発

表

計

一
回

、

詩

一
篇

。

陳

毅

(
0
刈
"⑩
旧
α
。。
"卜○
旧
①
○。
堕駆

旧
軌
○。
"
一
〇
)

発

表

計

四

回

、

の

べ

詩

十
篇

。

林

伯

渠

(
鶏

b

)
発

表

一
回
、

詩

二
篇

。

郭

沫

若

(鶏

b

ひ

刈
レ

ニ

α
。。
b

ひ

。。
養

ひ

。。
}
①
ひ

。。
為

旧
q
。。
b

ひ

。。
矯
二

)
。

発

表

計

八

回

、

の

べ
詩

五
十

二
篇

外

序

文

一
篇

。

茅

盾

(
q
刈
導刈
脚
α
OQ
"蔭

=
窃
○。
℃一
H
)
発

表

計

三

回
、

の

べ
文

三
篇

。

郡

茎

麟

(α
。。
添

)
発

表

一
回

、

文

一
篇

。

劉

白

羽

(0
.。
篇
)
発

表

一
回

、

文

一
篇

。

田

漢

(
α
Oo
矯
一
旧
α
Qo
"卜○
)

発

表

二
回

、

長

編

詩

一
編

。

五
七

年

の
文

芸

「
百

花

斉

放

、

眉

家

争

鳴

」

と

い
う

一
時

的

な

リ

ベ

ラ

ル
な

雰

囲

気

の
中

で
数

多

く

の
文

芸

誌

が

創

刊

さ

れ

、

或

い

は

改

版

改

名

し

て
新

し

く

登

場

し

た

。

た

だ
、

そ

れ

ら

の
雑

誌

の
ど

れ

一
つ
と

し

て

こ
れ

ほ
ど

多

く

の

「
中

央

首

長

」

の
作

品

を

掲

載

し

た

も

の

は

あ

る

ま

い
。

こ

の

一
覧

表

は

こ

れ

ら

数

多

く

の

文

芸

誌

の
中

で

『
詩

刊

』

が

文

芸

政

策

を

決

め

る
指

導

者

た

ち

の

偏

愛

を

受

け

て

い

た
証

拠

で
あ

る
。

ま

た

こ

の

一
覧

表

で
、

『
詩

刊

』

が

反

右

派

闘

争

前

後

、

権

力

者

た

ち

と

密

接

な

関

係

を

保

っ
て

い
た

こ

と

(
編

集

上

の
原

稿

依

頼

シ

ス

テ

ム

の
関

係

も

あ

ろ

う

)
、

も

し

か

と

す

る
と

、

変

わ

り

や
す

い

政

治

運

動

の
風

向

き

や
権

力

者

側

に

と

っ
て
必

要

な
文

学

の
在

り
方

な

ど

に
関

す

る

示

唆

さ

え

何

等

か

の
形

で
得

た

の

で
は

な

い

か

と

い
う

推

定

も

で
き

な

く

も

な

い
。

五

反
右
派
闘
争
前
後
の
『詩
刊
』
一
考
察

(武
)
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七
、

五
八
年
の

『
詩
刊
』
と
権
力
者
側
と

の
関
係
に
触
れ
た
公
開
資
料
は
未
見
だ
が
、
私
は

『
詩
刊
』
と
毛
沢
東
な
ど
共
産
党
最
高
級

幹
部
た
ち
と
の
関
係
が
早
期

『
詩
刊
』
の
性
格
研
究
に
お
け
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思

つ
て
い
る
。
減
克
家
が

『詩

刊
』
編
集
長
と
し

て
毛
沢
東
主
席

に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
引
見
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

『
中
国
現
代
作
家
選
集

・
減
克
家
』

(人
民
文
学
出
版
社
、
香

港
三
聯
書
店
有
限
公
司
1
9
9
4
年
8
月
刊
行
)
に
あ
る

「
戚
克
家
年
表
簡
編
」

(劉
増
人
、
薦
光
廉
共
著
)
に
、

「
一
九
五
七
年

五
十

二
歳
、

一
月
十
四
日
、
与
衰
水
拍

(同
じ
く

『
詩
刊
』
編
集
委
員
)

一
起
被
毛
沢
東
主
席
召
見
、
談
詩
歌
問
題
。
」
と
し
か
記
述

さ
れ

て
い
な
い
が
、
減
克
家
本
人
が

一
月

二
十

一
日
に
書

い
た
詩

『在
毛
主
席
那
里
作
客
』

(
『
詩
刊
』
五
七
年

二
月
号
掲
載
)
か
ら

次
の
よ
う
な
具
体
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
其

の

一
、

『
詩
刊
』
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
た
毛
沢
東
の
作
品

『
旧
体
詩
十
八
首
』

と
減
克
家
宛
の

『関
於
詩
的

一
封
信
』
の
原
稿
は
減
克
家
た
ち
が
毛
沢
東
主
席

に
よ
ば
れ
て
会
い
に
行
く
前
に
編
集
長
威
氏
の
手
元
に

入

っ
て

い
た
。
し
か
し
そ
の
原
稿
は
毛
沢
東
自
ら
の
意
志
に
よ
る
寄
稿
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
手
紙
の
内
容
か
ら
分
か

っ
た
こ
と
だ
が
、

も
と
も
と

『
詩
刊
』

(九

一
年

一
月
号

『
詩
刊
』
掲
載
の
署
名
謝
克
強
の
詩
人
徐
遅
談
話
録

「
同
志
傍
需
努
力
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
副

編
集
長
徐
遅
の
提
案

で
毛
沢
東
主
席
に
原
稿
依
頼
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
稿
依
頼
文
は
徐
遅
が
起
草
し
た
後
、
編
集
長
減
克
家

や
他

の
数
名

の
編
集
委
員
た
ち

の
承
認
を
得
た
上

で
呂
剣
に
筆
で
清
書
し
て
も
ら

っ
て
か
ら
出
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
)
の
依
頼

に
応
え

て
執
筆
し
た
も
の
だ

っ
た
。
原
稿
依
頼

の
出
さ
れ
た
期
日
は
不
詳
だ
が
、
も
と
も
と
自
作
の
古
典
定
型
詩
を
発
表
す
る

つ
も
り

が
な
か

っ
た
毛
氏
が
原
稿
依
頼
に
あ
る
正
当
な
理
由
に
説
得
さ
れ
て
寄
稿
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
二
、
威
克
家
は
前

か
ら
崇
拝
し
て
い

た
共
産
党
最
高
指
導
者
毛
沢
東
の
特
別
引
見
を
毛
氏
の
手
紙
が
届
い
た
時
点
か
ら
期
待
し
て
い
た
。
彼
は
詩
人
と
し

て
も
、

『
詩
刊
』

編
集
長

と
し
て
も

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
よ
う
に
、
国
の
最
高
指
導
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
く
ひ
た
す
ら
願

っ
て
い
た
。

其
の
三
、
会
見
場
所
に

つ
い
て
は
、
た
だ

「国
の
数
多
く
の
重
大
事
件
検
討
を
行
う
広
い
応
接
室
」
と
い

っ
て
、
詳
し
く
言
及
さ
れ
て

い
な
い
が
、
会
見
要
請
は
電
話
で
伝
わ

っ
た
。
そ
し
て
会
見
中
話
し
合

つ
た
の
は
詩
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
、
当
時
共
産
党

の
新
し
い

知
識
人
政
策

「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
な
ど
の

「
重
大
な
政
治
主
題
」
も
話
題
に
の
ぼ

っ
た
。

『
中
国
文
学
家
辞
典
』
な
ど

に
は

「
一
九
五
七
年
毛
澤
東
召
見
了
他
、
対
詩
歌
問
題
作
了
重
要
指
示
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
ん
な
指
示
だ

っ
た
の
か

は
、
減
克
家
か
当
時
居
合
わ
せ
た
衰
水
拍
に
よ
る
何
ら
か
の
形
の
公
表
を
待

つ
し
か
な
い
。
其

の
四
、
前
掲

『
減
克
家
年
表
簡
編
』
の

中
に

「衰
水
拍
と

一
緒
に
会
見
に
よ
ば
れ
た
」
と
い
う
内
容
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
九
五
七
年
ま
で
に
毛
沢
東
と
の
会
見
に
減

「㎜一



克
家
は

二
回
も
出
席
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の

一
回
は

一
九
四
五
年
九
月
重
慶
市
に
あ
る
国
民
党
張
治
中
将

軍
の
官
邸
で
開
か

れ
た
毛
沢
東
主
催
の
国
統
区
文
化
界
有
名
人
座
談
会
で
あ

っ
た
。
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、

二
回
目
の
会
見
で
毛
沢
東

に
直
接
招
か
れ
た

の
は
編
集
長

の
減
氏
ひ
と
り
だ

っ
た
可
能
性
が
強

い
。
十

一
年
前
の
大
勢
の
文
化
人
が
共
に
出
席
し
た
座
談
会
と
違

っ
て
、
今
回
は
与

党

の
中
央
主
席
が

一
介

の
雑
誌
の
編
集
長
の
自
分

に
わ
ざ
わ
ざ
会

っ
て
下
さ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
彼
の
気
持
ち
が
緊
張
と
嬉
し
さ
で

大
変
高
ぶ

っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

二
人

で
行
く
な
ら
心
細
く
な
い
し
、
そ
れ
に
編
集
部
を
代
表
す
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
と

思

っ
て
編
集
委
員
で
あ
る
衰
水
拍
氏
を
連
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
、

二
人
で

一
緒
に
毛
沢
東
に
引
見
さ
れ
た
こ
と

は
事

実
で
あ
る
。
そ
の
後
、

『
詩
刊
』

に
毛
沢
東
が
二
回
、
中
華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
、
文
化
部
長
兼
中
華
全
国
作
家
協
会

主
席

と
い
う
中
国
文
芸
界
最
高
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
た
郭
沫
若
が
八
回
、
茅
盾
が
三
回
詩
歌
作
品
や
文
芸
評
論
を
発
表

し
た
と
い
う
事
実

は
、

『
詩
刊
』
が
創
刊
当
時
か
ら
毛
沢
東
を
初
め
と
す
る
共
産
党

の
直
接
的
な
指
導
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
裏
づ
け
に

な
ら
な
く
て
も
、
他
の
刊
行
物
と
違

つ
て
、
共
産
党

の
指
導
者
た
ち
と
あ
る
種

の
特
殊
な
関
係
を
保

っ
て
い
た
こ
と

を
物
語

っ
て
い
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
視
点
を
変
え

て

『
詩
刊
』
の
成
長
史
を
観
察
す
る
な
ら
ば
、
五
七
年
は

「
双
百
」
方
針
の
貫
徹
↓

共
産
党

整
風
↓
右
傾
思
想
批
判
↓
反
革
命
反
社
会
主
義
右
派
分
子
撃
退
闘
争
、
五
八
年
は

「
人
民
公
社
」

「
大
躍
進
」
運
動
な
ど
政
治

闘
争

と
政
治
運
動
が
相
次
ぐ
。

そ
う
し
た
運
動

の
展
開
に

一
歩
も
遅
れ
ず
に
編
集
方
針
を
合
わ
せ
て
い
く

『
詩
刊
』
編
集
部
お
よ
び

『詩

刊
』

そ
の
も
の
の
政
治
に
敏
感
で
臨
時
応
変
上
手
な
姿
勢
か
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
結
論
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「皿「

(三
)
威
克
家
の
処
世
と

『詩
刊
』

『
文
芸
報
』
、

『
文
芸
月
報
』、

『
文
学
研
究
』
な
ど

『
詩
刊
』
周
辺
の
主
な
文
芸
雑
誌
や
五
七
年
度
共
産
党
機
関
紙

『
人
民
日
報
』

を
考
察

し
た
時
に
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
編
集
長
を
務
め
た
減
克
家
の
処
世
態
度
、
共
産
党

へ
の
認
識
も
し
く
は
人
柄
な
ど

は

『詩

刊
』
の
存
在
と
ま

っ
た
く
関
係
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

減
克
家

の
人
柄
や
処
世
態
度
を
十
分
に
把
握
で
き
る
資
料
が
極
め
て
少
な
い
た
め
こ
こ
で
敢
え
て
展
開
さ
せ
て
細

か
く
論
究
で
き
な

い
が
、

前
述
の
よ
う
に
常
に
党
や
国
の
指
導
者
た
ち
の
作
品
を

『
詩
刊
』
に
載
せ
る
こ
と
や
、

『
毛
沢
東
詩
詞
十
八
首
解
説
』
を
数
回

反
右

派
闘

争
前

後

の
『
詩

刊
』
一
考
察

(武

)
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に
分
け
て
発
表
し
、
ま
た
単
行
本
を
出
版
し
た

こ
と
、
更
に
、
反
右
派
闘
争
前
後
作
家
協
会
、
或
い
は
作
家
協
会
党
組
主
催

の
数
十
回

に
わ
た
る
座
談
会

で
の
彼
の
発
言
な
ど
か
ら
片
鱗
を
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ほ
ん
の

一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

五
七
年
五
月
二
十

二
日
か
ら
六
月
上
旬
に
開

か
れ
た
作
家
協
会
党
組
主
催
の
四
回
に
わ
た
る

「党
外
作
家
座
談
会
」

で
の
発
言
で
あ
る
。

こ
の
座
談
会
は

共
産
党

の
指
導
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
を
提
起
す
る
の
が
目
的
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
出
席
者

一
同
が
文
芸
界
共
産
党
指
導

に
あ

っ

た
官
僚

主
義
、
セ
ク
ト
主
義
、
教
条
主
義
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戚
克
家
は
五
月
中
旬
に

『文
芸
報
』
主
催

の
文
芸
界
座

談
会
で

の
発
言
を
繰
り
返
し
て

「党
は
私
の
こ
と
を
他
人
扱

い
し
て
い
な
い
と
思
う
」
と

一
点
張
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
七
月
十
七
日

に
書
い
た

『
従

一
篇
文
章
看
薫
乾
的
反
動
思
想
立
場
』

の
中

で
も

「人
間
の
思
想
感
情
が
社
会
主
義
精
神
に
合
致
し

て
い
る
か
ど
う
か

を
見
る

に
は
、
対
党
関
係
こ
そ
最
も
良
い
試
金
石
で
あ
る
」
と
明
言
し
た
。

こ
こ

で
不
審
が
生
じ
て
く
る
が
、
誠
心
誠
意

の
姿
勢
で
数
多
く
の
疑
い
深
い
知
識
人
か
ら
や

っ
と
信
頼
を
取
り
戻
し
た

「
大
鳴
大
放
肥

の
リ

ベ
ラ
ル
な
空
気

の
中
で
さ
え
党
に
批
判
を
加
え
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
時
勢
の
流
れ
に
逆
ら

っ
て
党
を
擁
護
し

た
減
克
家
の
言
動

に
は
謎
が
多
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
謎
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

文
芸
界
に
お

い
て
は
、
四
二
年

の
王
実
味
批
判
、
五

一
年

の
映
画

『武
訓
伝
』
批
判
、
五
四
年
の

『紅
楼
夢
』
研
究
に
お
け
る
観
念

主
義
批
判
、
五
五
年
の
胡
風
批
判
と
反
革
命
粛
清
…
…
、

こ
う
し
た

一
連

の
指
名
批
判
運
動
は
い
ず
れ
も
文
学
芸
術
思
想
論
争
か
ら
、

共
産
党
を
支
持
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
反
対
す
る
の
か
と
い
う

「敵
と
味
方
と
の
政
治
問
題
」
に
発
展
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
運
動

は
い
ず
れ
も
毛
沢
東
が
み
ず
か
ら
発
動
し
且
つ
指
揮
を
と

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
八
十
年
代
に
な

っ
て
か
ら
こ
れ
ら

の
事
件
の
当
事
者

は
や

っ
と
名
誉
回
復
さ
れ
た
が
、
当
時
の
批
判
対
象
王
実
味
、
胡
風
そ
し
て
共
産
党
に
批
判
的
意
見
を
出
し
た
数
多

く
の
党
外
知
識
人

は
自
由

が
奪
わ
れ
た
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
り
し
た
。
彼
等
の
中
に
は
命
ま
で
奪
わ
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
身
近

に
起

こ
つ
て
い
た

一
連
の
衝
撃
的
な
事
件
を
、
減
克
家
は
目
を

つ
む

つ
て
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
迫

っ
て
く

る
危
機

か
ら
身
を
守
る
姿
勢
を
取
ろ
う
と
し
た
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
は
彼
な
り
の
大
き
な
負

い
目
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
、

そ
の

一
、
か
れ
の
階
級
出
身
は
敵
と
見
な
さ
れ
る
地
主
だ

っ
た
。

そ
の
二
、
五
十
年
代
初
期

の
知
識
人
分
類
法
で
言
え
ば
、
彼

は
特

に
思
想
改
造
を
必
要
と
す
る

「
国
統
区
」
作
家

(
四
九
年
ま
で
の
国
民
党
支
配
区
域
の
こ
と
を
指
す
。
共
産
党

支
配

の
区
域
は

「解
放

区
」
と

い
う
。
)
だ

つ
た
。

そ
の
三
、
彼
は
ご
く
普
通
の
無
所
属

の
党
外
知
識
人

で
は
な
く
、
中
国
民
主
連
盟
と
い
う
民
主
党

「皿一



派
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る

(周
知

の
通
り
、
反
右
派
闘
争

で
真

っ
先
に
摘
発
さ
れ
た

"章
伯
鈎
羅
隆
基
反
党
連
盟
"
は

二
人
と
も
中
国
民

主
連

盟
中
央
副
主
席
を
勤
め
て
い
た
知
識
人
だ

つ
た
。
)。

一
方
、
減
氏
は
元
々
共
産
主
義
に
信
仰
を
抱

い
て
い
る
人
で
は
な
い
。
も

し
そ
う

で
な
い
な
ら
、
建
国
後
わ
ざ
わ
ざ
民
主
党
派
に
入
党
し
た
目
的
と
動
機
は
論
理
的
に
解
釈
で
き
な
い
。
常
識

か
ら
言
え
ば
、
人

生
に
こ
れ
だ
け
の
暗
い
影
を
持

つ
彼
は
当
時
の
政
治
状
況
の
下

で
は
、
い
つ
政
治
闘
争
の
槍
玉
に
上
げ
ら
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
恐

ら
く

五
五
年
以
後
と
り
わ
け
五
七
年
の
彼
は
身
の
破
滅
と
い
う
危
機
を
相
当
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
詩
人
の

彼
が
民
主
連
盟
の
所
属

で
あ
り
な
が
ら
積
極
的
に
共
産
党

に
近
付
き
、
そ
の
上
政
治
家
た
ち
の
間
を
渡
り
歩
く
と
い
う
危
険
背
中
合
わ

せ
の
行
動
を
取
る
は
ず
が
な
い
。
要
す
る
に
、
左
翼
的
な
偏
向
に
行
き
過
ぎ
が
あ

っ
て
も
罪
を
問
わ
れ
な
い
時
代
だ
か
ら
、
減
克
家
の

よ
う
な
暗
い
影
を
引
き
ず

つ
て
い
る
人
は
、
人

一
倍
権
力
側
に
気
を

つ
か
い
、
人

一
倍
左
傾
的
な
姿
勢
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
局
、
彼
の
こ
う
し
た
処
世
態
度
は
当
然
彼
の
指
導
下
に
あ
る

『詩
刊
』
の
編
集
方
針
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
)

三
、

結

び

以
上
五
七
年

『詩
刊
』
の
性
格
を
当
時
の
政
治
的
背
景
や

『詩
刊
』
編
集
部
と
権
力
側
と
の
関
係
、
編
集
長
戚
克
家

の
処
世
態
度
な

ど
幾

つ
の
角
度
か
ら
検
討
し
た
。
反
右
派
闘
争
後
、
編
集
部
の
人
事
調
整
を
経
た

『
詩
刊
』
は
性
格
が
大
き
く
変
わ

っ
た
。
前
に
よ
く

掲
載

さ
れ
た
芸
術
型
詩
人
の
作
品
は
急
に
消
え
、
そ
の
代
わ
り
に
彩
し
い
数
の

「
労
農
兵
詩
人
」
が
作
品
欄
や
詩
論
欄
に
登
場
し
て
き

た
。

そ
の
後
、
共
産
党
は
反
右
派
闘
争
の
行
き
過
ぎ
を
正
す
た
め
に
六

一
年
に
ご
く

一
部
の
右
派
分
子
に
名
誉
回
復
さ
せ
た
と
は
い
う

も
の
の
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ

ム
と
い
う
文
芸
創
作
原
則
に
関
し
て
は

一
歩
も
譲
ろ
う
と
し
な
か

つ
た
。
こ
れ
が
、

五
七
以
来

の
中
国

文
壇

で

「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
と
い
う
文
芸
方
針
が
唱
え
ら
れ
な
が
ら

「
労
農
兵
方
向
と
労
農
兵
題
材
」
し
か
許
さ
れ
ず
、
そ
し

て
つ
い
に
文
学
芸
術
が
行
き
詰
ま
る
と
い
う
奇
怪
な
現
象
を
生
じ
さ
せ
た
本
当
の
原
因
だ
と
私
は
思
う
。
詩
壇
に
お

い
て
は
、
五
八
年

の

『
詩
刊
』
に
出
現
し
た
大
量
の

「農
民
詩
歌
」、

「
労
働
者
詩
歌
」、

「
兵
士
詩
歌
」
乃
至

「全
民
詩
歌
」
も
そ
う

い
う
大
き
な
政
治

的
背
景

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
政
治
情
勢
と
連
動
す
る
文
学
は
創
造
性
、
個
性
の
発
展
お
よ
び
文
学
芸
術
の
多
様
性

を
必
要

と
し
な
い
。
農
労
兵
の
た
め
に
奉
仕
す
る
と
い
う
大
原
則
の
下
に
、
労
農
兵
の
英
雄
像
を
作
上
げ
る
こ
と
と
毛
沢
東
や
共
産
党

反
右
派
闘
争
前
後
の
『詩
刊
』
一
考
察

(武
)
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を
賛
美
す
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
ず
、
知
識
人
は
最
初
か
ら
文
学

の
奉
仕
す
る
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
知
識
人

に
と

っ
て
、
文
学
は
思
想
改
造

の
道
具

で
も
あ
る
。
多
く
の
作
家
や
詩
人
た
ち
は
党
の
指
示
に
従
い
、
田
舎
、
工
場
、
国
の
辺
境
な
ど

に
行
き
、
そ
こ
で
長
年
間
労
農
兵
の
生
活
を

「
体
験
」
さ
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
詩
刊
』
編
集
部
も
例
外

で
は
な
か

つ
た
。
反
右
派

闘
争
が
終
り
を
告
げ
た
後
、
編
集
長
の
減
克
家
は
肺
結
核
の
た
め

「
生
活
体
験
」
を
し
に
行
け
な
か

っ
た
が
、
玩
章
競
は
包
頭
鋼
鉄
工

場
に
、
厳
辰
は
東
北
松
花
江
、

田
間
は
田
舎

の
農
民
の
生
活
に
入
り
込
ん
だ
。
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
く
先
で
政
治
運
動
の
必
要
に
合

わ
せ

て
労
農
兵
を
対
象
と
す
る
詩
歌
普
及
活
動
に
励
み
、
そ
し
て
大
量
の
速
成
労
農
兵
詩
人
群
を
養
成
し
、
結
果
的

に
は
膨
大
な
数

の

「労
農
兵
詩
歌
」
を

『詩
刊
』
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

『
詩
刊
』
は
反
右
派
闘
争
後
、
い
ち
早
く
党
の
政
策
宣
伝

メ
デ
ィ

ア
に
変
身
し
、
党
か
ら
与
え
ら
れ
た
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
そ
れ
ら
の
政
治
闘
争
の
副
産
物
を
載
せ
る
役
割
を
果

た
し
た
に
す
ぎ
な

い
の

で
あ
る
。

以
上
は
五
七
年
反
右
派
闘
争
前
後
の

『詩
刊
』
に
対
す
る
考
察
結
果
で
あ
る
。

注

一
九

六

四
年

十

二
月

一
日
に
出
版

さ
れ

た

『
詩

刊
』

十

一
、

十

二
月
合

刊
号

に
休

刊
予

告

が
あ

っ
た
。

『
詩
刊

』
創

刊

号
口

O
O
。

『
文
+云
報
』

㎝
刈
、

。。
、
P
吋
「
ω
。

五
月

の

『
人

民

日
報
』

に
は
党
員

の
傲

慢
さ

に
対

す

る
文
芸

界
党

外
人

士

の
苦
情

が
沢

山
載

っ
て

い
た
。

文
芸

界

「
大
鳴

大

放
」

の
時

、

こ

の
差

別
待

遇

を
う

け
た

の

で
所

属
部

門

の
党

の
指
導

者

に
不
満

不
平

を

こ
ぼ
し

た
非
党

員
作

家

は
大
勢

居

た
と

い
う
。

公

劉

の

『
遅

開

的
薔

薇
』

は

そ

の
後

反

右
派

闘
争

の
中

で

「
毒
草

」
作

品

と
し

て
指

名

批
判
さ

れ

た
。

57

"
27
号

『
文
芸

報
』

P
Φ
、

何
施

良

『
我
椚

不
需

要

這
様

的
詩

人
』

参
照

。

具
体

的

に
は

『
星

星
』

創
刊

号

に
発
表

さ
れ

た
石

天
河

の
拝
情

詩

『
吻
』

を

指
し

て
い
る
。

『
文
学
界

開
始

整

風
』

五
月

十
九

日

『
人
民

日
報
』

第

六
面

記
事

に
よ

る
。

「04「



『
在
延

安
文

芸
座

談
会

上

的
講

話
』

が

四

二
年

五
月

に
発

表
さ

れ
た

の
で
、

五
月

に
記
念

の
文
章

が
現

れ

る

の
は

不
思
議

で
は

な

い
が
、

「
百

花
斉
放

、

百
家
争

鳴
」

の
現
実

と
結

び
付

け
た

論
じ

方
と

し

て

『
詩

刊
』

に
初

め

て
現

れ

た
。

「
香
花

」

か

「
毒

草
」

か

を
区

別
す

る

六

つ
の
標
準

と
は

a
、

全
国
各

民
族

の
団
結

に
有

利

で
あ
る

;
b
、

社
会

主
義

改
造

と
社

会
主

義

建

設

に
有
利

で
あ
る

;

c
、

人

民
民

主
独

裁
を

固
め

る

の
に
有

利

で
あ
る

;
d
、

民
主

集
中

制

を
固

め
る

の
に
有

利

で
あ

る

;

e
、
共

産

党

の
指

導
を

強

め
る

の

に
有

利

で
あ

る

;
f
、
社

会

主
義

国

の
団
結

と
平
和

を
愛

す

る
人

民

の
国
際
的

団
結

に
有

利

で
あ

る
。

以
上

の
六

つ
の
標

準

の
ど
れ

か

に
か

な

っ
た
文
学

芸
術

作

品

や
言
論

は

「
香
花
」

と

見
る
。

し

か
し
、

そ

の

「
有

利

で
あ

る
」

が

そ

の
反
面

に
な

る

と

、

「
毒
草

」

か
ど
う

か

に
対

す
る
判

別

標
準

と
な

る
。

薄

一
波
著

『
若

干
重

大
決

策
与

事

件

的

回
顧
』

勺
①
O
。。
に
よ
れ

ば
、

党

の
整

風

は
穏

や

か
な

思
想

教
育

運

動

で
、

批
判

の
原
則

は

「
知

無

不
言
、

言
無

不
尽

;
言

者
無

罪
、

聞
者

足
戒

;
有

則
改

之
、

無
則

加
勉
」

だ

っ
た
と

い
う
。

薫

乾

(
『
文

芸
報
』

の
副
編

集
長

)

;
劉
賓

雁

(
『
中

国
青

年
報
』

新

聞
社

勤
務

)

;
戎
揚

(
総

合
雑
誌

『
新

観
察

』
編

集

長
)

;
呉
祖

光

(
中

国

一
流

の
劇
作

家

)

;
王
若
望

(
『
文
芸

月
報
』

編

集
長

)

;
白
航

(
『
星
星
』

詩
誌

編
集

長

)

;
文

青

(
『
人
民
文

学
』

副
編

集

長
兼

『
詩

刊
』
編

集

委
員

)

だ

っ
た
。

反
右
派

闘
争

中
、

「
丁
、

陳
、

漏
、

江
、

呉

反
党
集

団
」

の

一
員

と
し

て
断

罪
さ

れ
た
。

前

掲

『
若

干

重
大
決

策

与
事

件
的

回
顧

』
P
①
一
Φ
。

『
有

這
祥
的

詩

人
』

(白

樺

『
人

民

日
報
』

⑩
も
)

や
金
真

の
文

『
文
青

的

逆
境
』

ま

た

『
瞼

譜
種

々
続

集
』

(
沙
鴎

『
人

民

日
報
』

)

な
ど

数

多

く
あ

る

が
、

文
青

に
対

す

る
人

身

攻
撃

が
殆

ど

で
あ

る
。

作

品

批
判

の
本

格

的

な
論

文

と
し

て
完

成

度

の
高

い

の
は

恐

ら
く

『
文

学
研

究
』

(軌
。。
レ
)

に
掲
載

さ
れ

た
為

至

の

『
論
文

青
的

詩
』

だ
と

言

え
よ
う

。

こ

の
論

文

の
中

で
文
青

の

「
詩
論
」

と

作
品

と

の

不

一
致

の
問
題

が
初

め

て
問

わ
れ

た
。

こ
の

「
落

と
し

穴
」

説
を

直
接

裏
付

け

る
根
拠

は
少

な
く

と
も

次

の

二

つ
あ

る
。

一
つ
は

五
七

年

一
月
時

点

の
毛
沢
東

の
発
言

で
あ

る
。

毛
沢

東
は

「
〈
百
家

争
鳴

〉

は

い

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

あ

の
牛

頭
蛇
身

の
悪
人

た
ち

に
自

ら
這

い
出

さ

せ
る
」

と
党

の
高

級
幹

部
た

ち

に

言

っ
た
。

(
「
在
省

、
市

、
自

治
区

党
委

書
記

会
議

上
的

講
話
」

『
毛
沢

東
選

集
』

第

五
巻

。

人
民

出
版
社

七

七
年

四
月
第

一
版
)

も
う

一
つ
は
、

反
右

派
闘
争

の
前

に
、

『
人

民

日
報
』

が
党

中

央

の
指

示

に
従

つ
て
右
傾

的
な

言
論

に
反
撃

し

な
か

っ
た
。

「
そ

の
目
的

は
魑

魅
魍
魎

、

牛
鬼

蛇
神

(
筆
者

注

:
様

々
な
悪
人

の
讐

え
)

に

〈
大
鳴

大
放
〉

さ

せ
、

毒
草

に
伸

び
れ

る
だ

け
伸
び

さ

せ
、

人
民

に
世

の
中

反
右

派
闘
争

前
後

の
『
詩
刊

』
一
考
察

(
武

)
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中

国
文

学
論

集

第

二
十

六
号

に

こ
ん
な

も

の
も
あ

る

の
だ

と
び

っ
く
り
さ

せ

た
あ
と

こ
れ
ら

の
醜

い
も

の
を
全
滅

さ

せ
る

こ
と

に
あ

る
」
。

「
こ
れ

が
陰

謀

だ
と

い
う

人
は

い
る
が
、
我

々
は

そ
れ
は
陽

謀
だ

と

い
う
。
」

『
毛
沢

東
選
集

』
第

五
巻
勺
ら
ω
刈
。

河
北

人
民

出
版

社

八
八
年

二
月

刊
行

『
簡

明
中

国
当
代

文

学
辞
典

』
P
卜。
8

に
よ

る
。

五
七
年
八
月
七
日

『
人
民
日
報
』

『
文
芸
界
反
右
派
闘
争
的
重
大
進
展
ー

攻
破
丁
玲
、
陳
企
霞
反
党
集
団
』
内
容

に
よ
る
。

五
七
年
創

刊

の
文
芸

誌

一
覧

:

『
星

星
』
詩

誌

(
α
ざ

二

一
)

;

『
雨

花
』

月
刊

(0
8
一
)

;

『
奔

流
』

月
刊

(
q
8

二

;

『
曲

芸
』

月
刊

(鶏

b
)

;

『
緑
洲

』
隔

月
刊

(
0
8

ω
)

;

『
文
学

研
究
』

(0
8
ω
;
五
九
年

『
文
学

評
論
』

に
改
名

)

;

『
収
穫

』

隔
月

刊

(零

為
)

な

ど
。

そ

の
ほ
か
、

『
文
芸
報
』

は
半

月
刊

か
ら
週
刊

に
変
身

(
q
8
企

一蔭
)
。

さ
ら

に
に
月
刊

『
草
原
』

(
前
身

:

『
内

蒙
古
文

芸
』

)
、

月

刊

『
北
方
文

学
』

(
前

身

:

『
黒

龍
江

文
芸

』

)

;
月

刊

『
朧
花
』

(前

身

:

『
甘

粛
文

学
』

)

な
ど

五
七
年

に
雑

誌
名

を
新

た

に
し

て
登
場

し
た
刊

行
物

も
多

数

あ

っ
た
。

『
詩

刊
』

十

一
月
号

編
集

者
後

書
き

に

よ
れ
ば

、

そ
れ
ま

で
特

定

の
作
者

に
依
頼

し

た
原
稿

は

六
十

欝

で
、

最
初

の
数

ヶ
月

は
殆

ど
原

稿

依

頼

に
よ
る

も

の

で
あ

つ
た
。

五
八
年

「
大

躍
進
」

運
動

の
必
要

に
応
じ

て
労
働

者
、

農

民
解

放
軍
戦

士

か
ら

の
投
稿

を

な
る

べ
く
採

用

す

る
編

集
方
針

に
急

変

し
た

と

い
う
。

『
詩
刊
』

創

刊
号

の
編
集

者
後

書

き

に
よ

る
と
、

世

の
中

で
流

布
さ

れ

て

い
た
毛
氏

の
詩

に
あ

る
誤
字

を
訂

正
す

る

の
が

『
詩
刊

』
掲

載

の
狙

い
だ
と

い
う
。

『
在

毛
主

席
那

里
作

客
』

に
減
克

家

は
、

「
詩

に

つ
い
て
話

し
合
お

う

と

い
う
要

請

の
手
紙

が

突
然

届

く
か
も

し

れ

な

い
,
/

レ
ー

ニ
ン

が

マ
ヤ

コ
フ
ス
キ
ー

の
詩
を

読

ん
だ
あ

と
,
/

彼

が
現
代

最
も

偉
大

な
天

才
だ

と
称

し
た

こ
と

が
私

は
思

い
出
さ

れ

る
,
/

私

に
は
あ

ん
な

幸

運

が
訪
れ

な

い

の
だ

ろ
う

か

?
」
と

歌

う
。
毛

氏

か
ら

の
寵

愛
を

期
待

し

て

い
た

こ
と
が
十

分
窺

え

る
。

『
中

国
文
学

家
辞

典
』

(現

代
第

一
分

冊

)
P
①
一
ω
。

四
川

人
民

出
版
社

七

九
年
十

二
月
第

一
版
。

座
談

会
終

了
後
、

『
毛

沢
東

、
侮

是

一
穎

大
星
』

を
書

き
、

九
月

九

日
の
重
慶

『
新

華

日
報
』

に
何

嘉
と

い
う

署
名

で
発

表
し

た
。

こ
う

し
た

共
産
党

指
導

者

た
ち

へ
の
積

極

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ

の
姿
勢

は

五
七

年
反
右

派

闘
争

以
後

も
保

た
れ

て

い
た
。

例

え
ば

五
九

年

四

月
、

六

二
年

四
月
十

九
日
、

更

に

六
三
年

の
夏

な
ど

に
行
わ

れ
た

「
詩

歌
座
談

会
」

に
周
恩
来

、
陳

毅
、

朱
徳

、
郭

沫
若

な
ど

が
直

接
関

わ

つ
て
い
た
。
そ

の
間

減
克

家
は
編

集

長
だ

つ
た
。

前

掲

「
減
克
家

年
表

簡
編

」
参

照

)
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